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二
月
休
会

三
月
例
会

｜
例
会
記
録
一
一

十
二
月
例
会
（
日
本
薬
史
学
会
・
日
本
獣
医
史
学
会
と
合
同
）

平
成
十
四
年
十
二
月
二
十
一
日

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
八
番
教
室

一
、
和
漢
薬
の
来
歴
に
関
す
る
新
史
料

夫
恭
洙
記
事
”
洗
芳
悲
詣
弗
弗
＊
孝
滞
夫
茨
詫
夫
詣
茨
同
滞
弗
夫

小
曽
戸
洋

一
、
日
本
獣
医
史
学
会
ｌ
設
立
の
経
緯
と
三
○
年
の
歩
み

深
谷
謙
二

一
、
薬
師
如
来
像
と
薬
器
（
壺
）

奥
田
潤

一
月
例
会
平
成
十
五
年
一
月
二
十
五
日

順
天
堂
大
学
医
学
部
十
号
館
二
○
三
号
室

一
、
医
学
館
年
表
作
成
を
め
ざ
し
て
ｌ
基
礎
資
料
解
説

町
泉
寿
郎

一
、
成
田
勝
郎
・
付
菊
池
甚
一
ｌ
断
種
法
を
め
ぐ
る
人
び
と
（
そ
の

一
ハ
）

岡
田
靖
雄

平
成
十
五
年
三
月
二
十
九
日

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
八
番
教
室

九
月
例
会
（
神
奈
川
地
方
会
と
合
同
）

平
成
十
四
年
九
月
十
四
日

横
浜
市
健
康
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

一
、
横
浜
港
遜
卒
業
生
之
規
則
に
つ
い
て

○
訂
正
と
お
わ
び

平
成
十
四
年
九
月
例
会
に
つ
き
ま
し
て
、
第
四
十
八
巻
第
四
号
六
六
四

頁
に
「
休
会
」
と
い
た
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
左
記
の
よ
う
に
訂
正

し
、
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

四
月
総
会
開
催
月
の
た
め
休
会

五
月
例
会
平
成
十
五
年
五
月
二
十
四
日

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
八
番
教
室

一
、
天
台
大
師
の
医
学
ｌ
と
く
に
十
乗
観
法
に
つ
い
て

杉
田
暉
道

一
、
曲
直
瀬
玄
朔
の
著
作
の
諸
問
題遠
藤
次
郎
、
中
村
輝
子
、
後
藤
志
朗

一
、
日
本
の
コ
レ
ラ
に
つ
い
て
、
コ
ッ
ホ
の
忠
告

一
、
明
日
香
の
亀
型
石
造
遺
跡
出
土
物
と
古
代
医
術

槇
佐
知
子

一
、
江
戸
幕
府
寄
合
医
師
添
田
玄
春
の
医
学
と
医
療
活
動佐

分
利
保
雄

中
西
淳
朗

深
瀬
泰
旦
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は
じ
め
に

従
来
、
医
学
館
に
対
す
る
関
心
は
や
や
医
学
古
典
の
文
献
研
究
、
古

典
教
育
に
偏
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
医
学
館
に
お
け
る
臨
床
に
対

す
る
言
及
は
非
常
に
少
な
か
っ
た
。
原
因
に
ひ
と
つ
に
は
資
料
面
で
の

不
足
が
あ
っ
た
。
今
回
、
医
学
館
の
臨
床
の
様
子
を
記
録
し
た
原
資
料

を
見
出
し
た
の
で
、
報
告
す
る
。

資
料
に
つ
い
て

「
医
学
館
方
案
」
ｌ
藤
浪
剛
一
旧
蔵
・
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋

現
蔵
、
全
二
八
丁
、
錯
簡
・
脱
畉
が
あ
る
。

表
紙
に
は
「
方
案
卯
七
月
八
月
九
月
」
と
記
す
が
、
中
身
は
卯

年
の
三
月
十
八
日
か
ら
九
月
十
三
日
ま
で
に
医
学
館
で
初
診
を
受
け
た

患
者
、
十
四
人
の
診
察
・
投
剤
記
録
で
あ
る
。
最
も
遅
い
年
次
は
、
卯

一
、
大
同
医
式
に
つ
い
て

後
藤
志
朗

一
、
高
野
長
英
悪
疫
要
法
」
を
読
む
ｌ
近
代
的
な
公
衆
衛
生
学
の
取

り
込
み

斉
藤
三
郎

例
陰
紗
障
」

江
戸
医
学
館
に
お
け
る
臨
床
記
録

町
泉
寿
郎
・
戸
出

郎

年
七
月
十
八
日
初
診
の
女
性
患
者
〃
す
み
″
の
除
籍
日
時
で
、
二
年
後

の
巳
年
の
六
月
十
三
日
で
あ
る
。

年
代
の
同
定
作
業
の
結
果
、
本
資
料
は
天
保
十
四
年
三
月
十
八
日
か

ら
弘
化
二
年
六
月
十
三
日
ま
で
の
記
録
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

資
料
の
概
観

ま
ず
初
診
の
日
付
と
番
号
、
そ
の
下
に
患
者
の
住
所
、
次
に
身
元
保

証
人
と
し
て
の
家
主
や
名
主
の
名
、
次
に
女
性
の
場
合
は
夫
又
は
息
子

な
ど
の
戸
主
者
の
名
、
次
に
患
者
自
身
の
名
と
年
齢
が
記
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
上
部
に
診
断
責
任
者
お
よ
び
補
助
者
の
名
（
通
称
）
。
そ
の
傍

ら
に
除
籍
時
の
「
全
快
」
と
か
軽
快
を
意
味
す
る
「
僻
怠
」
な
ど
の
語

と
除
籍
の
日
時
、
お
よ
び
記
録
者
の
名
が
記
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
時
に

除
籍
後
（
医
学
館
か
ら
退
院
後
）
に
そ
の
患
者
を
担
当
す
る
医
師
の
名

が
し
る
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

続
い
て
病
歴
・
病
状
を
比
較
的
詳
し
く
（
大
体
二
○
○
字
前
後
）
記

す
。
こ
の
際
、
常
に
記
さ
れ
る
事
項
は
食
欲
の
有
無
と
大
小
便
の
頻
度

と
状
態
で
あ
る
。
成
人
女
性
の
場
合
に
は
、
月
経
の
状
態
、
出
産
の
有

無
が
記
さ
れ
る
。
続
い
て
処
方
名
が
記
さ
れ
、
そ
の
下
に
実
際
の
治
療

担
当
者
（
受
持
）
の
姓
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

以
下
、
定
期
的
（
概
ね
月
一
回
）
に
診
断
が
続
け
ら
れ
、
そ
の
時
点

で
の
病
状
が
簡
略
に
記
さ
れ
、
病
変
に
よ
り
転
方
の
必
要
が
あ
る
場
合

に
は
、
診
断
責
任
者
名
を
記
し
て
処
方
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

治
療
の
し
く
み
。
な
が
れ

ｉ
生
徒
（
五
～
六
人
）
が
順
次
病
室
に
入
り
患
者
を
診
察
し
方
案

を
提
出


